
20代

2２.０％

（１１人）

30代

22.0％

（１１人）

４０代

24.０％

（12人）

５０代

24.０％

（１２人）

６０代（６０歳から６４歳）2.0％（１人） 未回答 6.０％（3人）

                                                     2026．2 

実施期間：2025年９月１日～11月 30日 

調査概要：市内のひきこもり状態にある（あった）方の心理面や生活状況等を調査した。 

調査方法：各種支援機関に調査用紙を配布し、「ひきこもりの相談」をしたことのある利

用者 64人（ひきこもり経験があると回答したのは 50人）から回答を得た。 

回答者属性：性別 男性 58％、女性 42％  

          職業 無職 88％、パートアルバイト 10％、その他 2％ 

 

 

   
 
 
  

結果抜粋：ひきこもりの期間（n=50） 

      10年未満が 56％（28人）を占める。一方で 

     20年以上（30年以上含む）も 16％（８人）と、 

     ひきこもりの長期化、慢性化がうかがえる。 

 
 

     日中の過ごし方（n=50） 

      78％（39 人）の者が日中の過ごし方 

として外出を挙げた。外出先として、 

「スーパー・コンビニ」が最も多く、 

緩やかな社会交流の場として重要な役割 

となっていることがわかった。なお、本 

調査はすでに支援者とつながりのある方 

への調査であることから、外出の頻度も 

高かったと考えられる。 
     

         家族以外の相談相手について（n=34） 

「医療機関」が 17人(50%)と最多であり、 

相談支援事業所、就労支援機関と続いた。 

 医療機関と当室の連携をさらに充実さ 

せる取り組みの必要性を感じる。 
  
 

     困りごとや不安（自由記述） 

「親なき後」「心身の不調」「社会的孤立」「将来の不安」などが挙げられた。 
 

     支援に望むこと（自由記述） 

「居場所」「支援の個別性」の充実が挙げられた一方で、「追い詰めないでほし 

い」「圧をかけないでほしい」という回答もあった。 

長岡市ひきこもり実態調査（概要版） 
～当事者対象調査 2025年度～                         ひきこもり相談支援室 
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２８．０％１０ー１５年未満

１６．０％
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（3人）
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（17人）

26.5％

（9人）
20.6％

（7人）
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